
接骨院開業
ここで差が出る広告戦略

 接骨院開業までに必須！ 広告ツール４選

 With コロナ時代の患者集め
全国柔整鍼灸協同組合 広報担当



接骨院開業前にやっておくべき広告とは

開院日に新患が来ないと、そこから挽回するのはとてもむずかしい！

そこで、少なくともオープン１ヶ月前から広告宣伝活動を行います。

やろうと思い立って、すぐにできるものではないので、

準備期間含めてオープン２ヶ月前から計画的に進めていきましょう。



1.オープンチラシを作ろう

「集患はホームページでします」

よくある話ですが、ホームページ（HP）を作っただけ

では患者は来ません。

一般的なHPからの来院は「検索→HP訪問→来院」
新規開業には「検索エンジン」「知名度」の壁があります。

「知名度」を補うにはチラシをまくのみ



1.オープンチラシを作ろう

すべてデザイン業者に任せるとして、

デザイン・制作・印刷に最低１ヶ月はかかります。

チラシは2週間ぐらい前から配布したいので、

遅くとも2ヶ月前には取り掛かりましょう。



1.オープンチラシを作ろう

配布方法は土地柄やターゲットによって様々です。

メリットもデメリットもあります。

手配り

ポスティング

新聞（等）折込



2.グーグルマイビジネス

店舗を構えるビジネスではHPが必須

HP作成には「外観」「内装」「機器」や「文字情報」などが必要。
開業の前に完成できるものではない。

でも開業時に検索できないのは困る！

そこで「グーグルマイビジネス」です。



2.グーグルマイビジネス

簡単、早い、便利の三拍子揃ったサービス

グーグルマイビジネスでできること

グーグルマップに施術所を表示

外観写真、施術時間などを検索結果に表示

検索結果の上の方に表示できる!?



2.グーグルマイビジネス

こんな風に表示されます。



2.グーグルマイビジネス

ホームページを作成できるだけの材料がそろってきたら

いよいよ作成！ でもこれだけは気を付けて！

手間もかからず無料でできることもあります

契約内容や費用対効果は納得できるものですか

クーリングオフ制度が使えません



3.ＳＮＳ

ひとくちにＳＮＳといっても、利用者数や年齢層
に違いがあります。

 Facebook……40代以降の利用率が

 Twitter……20代と40代の利用率が高い

 YouTube……各世代で利用率が高い

 Instagram……10～20代の比率が高い

 TikTok……若い世代の比率が高い

 LINE……各世代で5割以上が利用



3.ＳＮＳ

息切れしないように、特性やターゲットを考え
て選ぼう。

コンテンツの継続的に追加・更新を行い、患者
が離れないように。

院長やスタッフ個人のSNSより、施術所の公式
アカウントを作成しよう。



4.ターポリン

聞き覚えがないかもしれませんが、

きっと見たことがあるものです。

特徴は……

巻き取ってしまえば小さくなる

安くて丈夫

交換しやすい



Withコロナ時代の患者集め

柔整・あはきの業界でも大ダメージ

→やるべきことをやっていれば大丈夫！

来院指導をしっかり行う

→痛みを取ることは不要不急ではない！

コロナ禍だからこその最強の広告

→口コミこそ最強！お母さんパワーを侮るなかれ
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